
明科いいまちサロン(94回目)
明科地域の戦国時代　～境におかれた山城～

令和 ４年 １月２５日(火)　１０：００～１１：３０
於 ： 明科公民館講堂

今月度の明科いいまちサロンは、教育部文化課 逸見大悟氏を講師に迎え歴史講座 明科地域の戦国時代
境におかれた山城と題して、講義を受けた。参加者は地域外の方が多く、大町市・松本市等から40名程の
参加であった。戦国時代の大名の動向から明科を取り巻く松本平の戦乱様子についての話を1時間半に
渡り、自身の研究と文献資料を元に講義していただいた。

講師紹介と会の説明している　川﨑さん

講師　教育部文化課　逸見大悟氏



　　講義資料



暦の混乱の図

土地制度移行の過渡期

浅見代表閉会の挨拶


